G enkiLife

WA MDFI oY XK H O—FI)LiRis
H 4 045 HES: APRab13748

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

BzFE
Rl&
B{zFID
SwissProt ID
RER

A6
B5T

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

WB,ELISA

Eb ¥R

E[=2544

REIE

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

F7Ya—hkL, 200CTHRELTLESL (12 7BEY) . RE/RBRYA /LRI T ES
A%

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .
FTI4=T 41— R

WB 1:500-1:2000,ELISA 1:5000-1:20000

25kDa

MDFI

MDFI; MyoD family inhibitor; Myogenic repressor I-mf
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	応用
	抗原情報
	背景
	このタンパク質は、他の筋原性ファミリータンパク質を負に制御する転写因子です。マウスホモログであるI-mfの研究では、核局在シグナルをマスクし、DNA結合を妨げることで、筋原性因子の機能を阻害することが示されています。ノックアウトマウスの研究では、これらの構造における軟骨形成にも関与する椎骨と肋骨の形成に欠陥があることが示されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：筋原性因子のMyodファミリーのトランス活性化活性を阻害し、筋形成を抑制します。Myodファミリーメンバーと会合し、その核局在シグナルをマスクすることでそれらを細胞質内に保持することによって作用します。MyodファミリーメンバーのDNA結合活性を妨げることもできます。栄養膜および軟骨分化に重要な役割を果たします。TCF7L1/TCF3と直接相互作用し、DNAへの結合を妨げることで、TCF7L1/TCF3の転写活性を制御します。アキシン複合体に結合し、遊離β-カテニンのレベルを上昇させる。アキシンによるWNTおよびJNKシグナル伝達経路の調節に影響を及ぼす。,類似性：MDFIファミリーに属する。,サブユニット：C末端はAXIN1およびLEF1と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MDFI抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MDFIポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

